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１ 宮迫　隆憲  議　員 一問一答方式

１ 　農業者支援について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

２ 　いじめ問題について 市 長

副 市 長

（１）　市内の小中学校のいじめの現状について 教 育 長

関 係 課 長

（２）　子どもや保護者からの訴えがあった場合の対応は

（３）

３ 　たるみずふれあいフェスタについて 市 長

副 市 長

（１）　今年の開催概要について 関 係 課 長

（２）　予算（垂水市からの補助）のあり方について

４ 　ふるさと納税について 市 長

副 市 長

（１）　ふるさと納税における不適正表示の概要について 関 係 課 長

（２）　今後の対応について

５ 　台湾名間郷との国際交流について 市 長

副 市 長

（１）　これまでの経緯について 関 係 課 長

（２）　今後の対応について

　物価高騰、中東情勢の不安定化に伴う農業者の支援につい
て

　不安定な状況が続くと予想される。市として独自の支援の
考えはないか

　いじめを未然に防止するために、どのような対策を行って
いるのか
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２ 持留　良一  議　員 一問一答方式

１ 　戦争の影響から地域経済と暮らしを守る対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　生活保護問題について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）　生活保護世帯におけるエアコン購入費用問題について

ア 　エアコンのない世帯の把握と対応は

イ

（ア）　2018年４月１日以降の申請数と設置数は

（イ）

（ウ）　エアコン等の修理費の支給は可能か

a

　急激な物価高騰や資材不足は、個人や個別企業等の努力で
は解決できない。政府等（国や県・市）が責任をもって対策
に乗り出す必要があると考えるが見解を

　医療機関を含め、市内業者や市民生活への影響についてど
のような調査を行ったか。要望や意見等はどうだったか

　市としても独自の財源による対策を検討する必要があるの
ではないか

　エアコンは最低生活維持のために必要と
される家具什器であることが明確になっ
た。「住宅維持費」に該当するものとして
支給できると理解しているが（実施要領局
長通達第７－４）見解を

　交通事故等での補償金は収入となるのか。生活保護法第１
条で目的としている健康で文化的な最低限度の生活を送り、
「自立更生」に必要な費用は収入扱いにならないと補償額の
一定額は収入としないとなっているが見解を

　令和５年の通知「生活保護世帯におけるエアコン購
入費用に関する取扱い等について」（周知文書）

　2017年度以前の保護開始世帯への「見解」は変
わらないのか
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（エ）

a 　生活保護世帯への取組は

b

（３）

３ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

４ 　災害対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

５ 　部活動の遠征等における安全確保問題について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

　「通知」に基づき学校の「危機管理マニュアル」の内容を
点検し、改定等の必要性があったか。対応と課題及び対策の
必要性はどうだったか

　エアコン購入への生活福祉資金貸付について

　生活困窮世帯（生活保護世帯程度の収
入）への貸付は可能か

　最高裁が生活扶助費引下げ「違法」と判断。減らされた保
護費について、法と判決に基づく支給が妥当と考えるが見解
は

　携帯トイレの備蓄拡充計画は
～災害時に水洗トイレが使用できない問題等への対応

　学校体育館への空調機器導入の今後の計画は（災害時には
避難所及び子どもたちの熱中症予防対策の点から）どうなっ
ていくか。今後の計画と公共施設等総合管理計画との関係性
は

　高齢者、障害者、低所得者世帯へのエアコン購入補助について

　猛暑対策の関係からエアコン購入補助の検討はできないか
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３ 前田　隆  議　員 一問一答方式

１ 　餌代価格高騰問題 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　ＯＴＣ類似薬の負担増問題 市 長

副 市 長

（１）　ＯＴＣ類似薬の追加負担が決定したが 関 係 課 長

ア 　本市の国保等でのＯＴＣ類似薬の使用状況を伺う

イ

（２）　現在、検討されている配慮措置の内容について伺う

（３）　市長会から国への要望活動について伺う

３ 　おでかけチケットについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

（４）

　市長の認識と市長として業界の国・県への支援要望をどう
フォローし、活動されるのか伺う。また、市独自の支援等は
どのように考えているか伺う

　被保険者への影響はどう想定されるか。また、その
対応をどう考えているか

　増額を含め高齢者の外出支援をどのように充実を図ってい
く考えか伺う

　畜産農家における飼料価格高騰の要因と今後の対応策につ
いて伺う

　利用に繋がっていない高齢者の状況や課題をどのように改
善していくか伺う

　養殖漁業における餌価格高騰の要因と今後の対応策につい
て伺う

　これまでの利用実績、利用状況をどのように分析している
か。また、どのような経済効果が表れていると考えるか伺う

　利用者から寄せられている声や評価について、担当課とし
ての認識を伺う
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４ 髙橋　理枝子  議　員 一問一答方式

１ 　垂水市の文化芸術歴史資産の保存と活用について 市 長

副 市 長

（１）　和田英作画伯について 教 育 長

関 係 課 長
ア

イ

（２）　瀬戸口藤吉翁について

ア

イ

ウ

エ

　移転後63年が経過した清水市三保の画室の過去の修
繕状況、現状、今後の保存、活用について今後の方針
は

　単独施設として維持するだけでなく、将来的な廃校
活用を含めた文化芸術歴史の拠点化で位置付ける考え
はないか

　瀬戸口藤吉翁ゆかりのピアノ等を移送した経緯と市
の対応について

　現在の保存状態、修復について専門的調査を行う考
えはあるか

　郷土学習や音楽教育、文化振興、観光振興なども含
め発信拠点として活用する考えはないか

　平成30年に藤吉翁の顕彰碑を鹿児島（下宮）神社敷
地内から垂水市文化会館敷地内に移転したが、移転先
の案内表示が必要ではないか
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２ 　小学校統合について 市 長

副 市 長

（１）　教育環境改善について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　小学校統合によって期待される教育効果を具体的に

イ

（２）　統廃合による財政面の影響をどのように考えているか

（３）　通学問題及び緊急時の対応について

ア

イ 　児童と保護者の負担を考慮した施策が必要では

（４）　校舎跡地利用と地域コミュニティの維持対策について伺う

３ 　振興会の問題について 市 長

副 市 長

（１）　垂水市交通災害共済の加入方法について問う 関 係 課 長

（２）

（３）　今後の振興会の在り方について市長の考えを伺う

４ 　国道220号　二川での事故について 市 長

副 市 長

（１）　死亡事故の内容の詳細を伺う 関 係 課 長

（２）　道路の降灰除去について伺う

　統合後の教育効果を今後どのような指標で検証する
のか

　遠距離通学児童の緊急時の対応はどのように考えて
いるか

　「振興会」という呼び方を「自治会」あるいは「町内会」
と改めるべきではないかと考えるが本市の考えは
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５ 感王寺　耕造  議　員 一問一答方式

１ 　養殖業・畜産業・農業に対する物価高騰支援策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

２ 　空き家対策について 市 長

　 副 市 長

（１）　地域おこし協力隊の採用経緯について 関 係 課 長

（２）

（３）

３ 　職員の確保について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

（４）

　ストレスチェック・職場とのマッチング・職員のスキル
アップ等の研修等、中途退職者を出さないような対策はなさ
れているのか。また今後の方向性は

　職員採用試験の早期募集、国家資格をもった民間人の中途
採用導入の考えは

　保健師、建築技師、土木技師の募集を現在かけているが、
応募状況は

　専門性を有しているのか。また、職掌の中身は。総合窓口
の設置に向けた取組状況は

　生産資材・Ａ重油の価格は高止まりし、輸出向けの大型サ
イズのブリ、カンパチの生産に用いられている生餌「モイス
トペレット」が昨年10月には１キロ60円だった価格が、本年
５月には150円に上昇している。国の支援策の方向性と本市
独自の支援策の考えは

　畜産業、農業においても、農業機械、肥料、飼料等、全て
が値上がりしている。また、食料品の消費税減税の影響も今
後出てくるのではないかと危惧している。国の支援策の方向
性と本市独自の支援策の考えは

　 施策の展開方法と課題解決に向け、市としてどのような
考えで取り組むのか

　本年３月31日付けで市長部局で８名の中途退職者があっ
た。その原因は
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４ 　土地改良区への支援策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長　土地改良区については、農業農村整備事業、農業生産基盤
整備事業、多面的機能支払交付金事業など、林務耕地係と連
携して農業振興に寄与していただいている。土地改良区は、
農地及び農道、水路の管理を担っているが、農家の高齢化、
減少により、維持管理に支障をきたしている。このことから
補助金増額の考えは
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６ 堀内　貴志  議　員 一問一答方式

１ 　花いっぱい運動花壇整備委託事業の取組について 市 長

副 市 長

（１）　本年度の予算とこれまでの累計執行額について 関 係 課 長

（２）　この事業の費用対効果と成果について

（３）

（４）

２ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）　補正予算の基本的な考え方について

（２）

ア 　事業の継続性と将来負担、財政への影響について

（３）　約270万円。ＪＡＬとの販路拡大支援事業について

ア

（４）

　市外業者への委託事業。地域活性化観点から、予算が市外
へ流出している現状をどのように考えるか

　花壇整備を通じて人材や事業者の育成、市内に予算が循環
する仕組を検討すべきでは

　補正予算に計上されている水産商工観光課所管の予算（約2,905
万円）計上について

　700万円の広告料。青山学院大学陸上競技部とのブロック
連携について

　既に当初予算で508万円の計上してあるが、なぜに補
正予算で追加する予算か

　約1,935万円。道の駅たるみず湯っ足り館備品等資産譲渡
について。当初予算約3,958万円の予算計上してあるが、そ
の違いと内容について
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３ 　垂水高校の振興対策と高校と大学連携について 市 長

副 市 長

（１）　垂水市と大学の連携について 関 係 課 長

（２）　高校・大学連携について

ア 　長崎総合科学大学との連携協定について

４ 　学校トイレ洋式への整備について 市 長

副 市 長

（１）　小学校トイレの洋式化の課題について 教 育 長

関 係 課 長

（２）　ＰＴＡからの要望の事実とその後の対応について
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７ 梅木　勇  議　員 一問一答方式

１ 　台風６号の対応はどのようになされたのか 市 長

副 市 長

（１）　事前の対応は 関 係 課 長

（２）　各所管課の対応は

（３）　事後の対応は

２ 　急傾斜地崩壊対策事業について 市 長

副 市 長

（１）　今年度の事業箇所について伺う 関 係 課 長

ア 　浜平２地区について

イ 　城山地区について

ウ 　中市木２地区について

３ 　特別職報酬等審議会について 市 長

副 市 長

（１）　設置時期と委員会構成を伺う 関 係 課 長

（２）　答申までのスケジュールは
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８ 池田　みすず  議　員 一問一答方式

１ 　高齢者クラブ、サロン及び高齢者学級について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

２ 　高齢者の避難支援と地域防災体制の強化について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

　本市には、高齢者の生きがいづくりや孤立防止を目的とし
た「高齢者クラブ」「サロン」「高齢者学級」などの事業活
動がある。これらは活動内容が非常によく似ている一方で、
補助金などの支援制度が異なっており、市民からは「違いが
分かりにくく、利用しづらい」との声が寄せられている。
　それぞれの活動の違いや支援制度について分かりやすく周
知し、市民が参加しやすい環境づくりが必要であると思う
が、この点についてどのように考えるか

　災害時の共助の要となる自主防災組織について、本市にお
ける結成率や現在の活動状況など、その現状を伺う。
　また、地域の防災力を底上げするためには、「女性消防
団」の積極的な登用や、地域防災を牽引する「防災リー
ダー」の育成が急務であると考えるが、これらに対する認識
を伺うとともに、今後市としてどのような具体的支援や施策
を展開していく考えか伺う

　高齢者や障がいをお持ちの方などから、「指定避難所まで
の距離が遠く、災害時の移動が極めて困難である」という不
安が寄せられている。
　こうした移動弱者への対策として、地域の自治公民館や憩
いの家などを活用し、より身近な「地区避難所」や「個別避
難所」を開設できないかという切実な要望がある。遠くの避
難所への移動リスクを分散し、地域の身近な拠点を活用する
というこの提案について、評価を伺う。また、本市における
「身近な避難所」の開設に向けた見解と、今後の方向性につ
いて示されたい

　近年激甚化する災害に対し、避難所の在り方を巡る市民の
不安や不満の声が私の元に寄せられている。
特に高齢者やそのご家族からは、「避難所への移動が困難で
ある」という切実な声をはじめ、「空調設備の不十分さ」や
「トイレの洋式化の遅れ」など、命に関わる多様な要望があ
る。
　これら避難生活における市民の切実な声をどのように把握
し、受け止めているか伺う。また、これらの現場の声を、今
後の避難所環境の改善や防災体制の強化といった具体的な政
策にどのように活かしていく考えか伺う
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３ 　障がい者の交流の場の設置について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

４ 　固定資産税の誤賦課について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

５ 　ローカル10,000プロジェクトについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　これまで二度にわたり、高額な誤賦課という重大な事態が
続けて確認されている。市が述べた「再発防止の徹底」に真
実味を持たせるためにも、まずは過去に遡って同様の誤賦課
が潜在していないか、全般的な再調査を行うべきだと考え
る。
令和７年第４回定例会での指摘以降、過去の賦課データにつ
いて改めて確認や調査を行ったと考えるが、その結果を伺う

　私は、令和７年第４回定例会において固定資産税の誤賦課
について質問した。市側からは「複数職員による精査を行
い、事務処理に誤りがないよう努める」との再発防止策につ
いて答弁があった。
　令和８年度の固定資産税納税通知書が、本年５月に発送さ
れているが、この通知書の作成・発送業務において、令和７
年第４回定例会で示された再発防止策は機能していたのか。
また、今回、新たな誤賦課の発生はなかったのか伺う

　本市に居住する障がい児の保護者から、「障がい者やその
家族が気軽に集える場所がない」との切実な声が寄せられて
いる。
　障がいのある人もない人も、互いに尊重し合いながら共に
健やかに暮らせる街づくりを進めるためには、こうした家族
が孤立せず、安心して交流できる場の創設や支援が不可欠で
あると考える。
　本市における障がい者やその家族のための交流の場の創設
及び今後の支援の拡充について伺う

　現在、総務省のホームページでは、令和６年度分として本
市の農醸一体型「健土蒸溜所」による地方創生プロジェクト
が公表されている。一方で、事業者側は「令和７年度分も採
択されている」と認識しているようだが、現時点でその情報
が掲載されていない。情報公開が遅れている理由及び現在の
状況について伺う
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６ 　道の駅たるみず湯っ足り館の備品購入について 市 長

 副 市 長

（１） 関 係 課 長　指定管理の募集要項では、管理者が購入した備品等は新旧
管理者間で売買・継承できるとされており、過去に市が買い
取る例はなかったと認識している。本来、市が備えるべき必
要な備品は、議会に説明した上で市が購入してきたと考え
る。
　そこで、これまでの原則に反し、なぜ今回、市が資産の譲
渡・買取りを行うことになったのか。また、なぜその算出価
格になったのか、具体的な理由と根拠を示されたい
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９ 池山　節夫  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１）　議案第41号の商工業振興費について 関 係 課 長

ア 　広告料について

イ 　行政事務委託費について

（２）　行政でのＡＩ活用について

（３）　自治体のリサイクルについて

（４）　宿泊税の導入について

（５）　錦江湾横断道路について

ア 　決起大会後の取組について

２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１）　子供への虐待について 教 育 長

関 係 課 長
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10 新原　勇  議　員 一問一答方式

１ 　ふるさと住民登録制度におけるふるさと住民アプリについて 市 長

副 市 長

（１）　国のふるさと登録制度の概要について 関 係 課 長

（２）　他市のモデル事業が採択されているが垂水市の方向性は

２ 　地域未来基金費（仮称）の創設について 市 長

副 市 長

（１）　地域未来基金費（仮称）の創設概要について 関 係 課 長

（２）　垂水市の計画は

３ 　水産業について 市 長

副 市 長

（１）　今年度のモジャコ漁について 関 係 課 長

（２）　カンパチ稚魚の輸入量について

（３）　令和７年度人工種苗の実績について

４ 　ＧＩＧＡスクールにおけるリテラシー教育について

（１） 市 長

副 市 長

教 育 長

（２）　リテラシー教育の現状について 関 係 課 長

５ 　中東情勢における補正予算について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）　７月以降の考えは

（３）　農業・水産業の利子補給の拡大の検討は

　ＳＮＳの使用状況、また、ネット利用におけるトラブルの
現状と把握について

　燃料高騰対策事業補助金（農業費・水産業費）について。
いつの値段が基準か。また、なぜ３か月なのか。ガソリンは
検討されないのか
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11  議　員 一問一答方式

１ 　農政について 市 長

副 市 長

（１）　かごしま林業大学校について 関 係 課 長

ア 　現在の状況と垂水市との連携について

イ 　垂水市として、新たな連携や支援について

（２）　中高年齢者の新規就農者支援について

ア 　新規就農者支援対象者の年齢の範囲について

イ

（３）　畜産飼料等、生産向上包括連携協定について

ア 　現況について

イ 　今後について

２ 　環境行政について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

３ 　垂水華厳園について 市 長

副 市 長

（１）　市との関係について 関 係 課 長

（２）　市として、指導はできないか

　垂水市として、これらの中高年齢者の就農者支援に
ついて

　清掃センターに持ち込まれたゴミのうち再利用可能なもの
を提供、譲渡（リサイクル）できないか
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